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は
じ
め
に

　

加
賀
藩
と
北
野
天
満
宮
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
加
賀
前
田
家
と
北
野

天
満
宮
』（
二
○
一
九
年
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
が
そ
な
わ
り
、
加
賀
藩
が
北

野
天
満
宮
に
奉
納
し
た
連
歌
に
つ
い
て
は
稿
者
も
『
近
世
武
家
社
会
と
連
歌
』（
二

○
一
九
年
、
勉
誠
出
版
）
で
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
菅
公
八
百
年
祭
の
お
り
の
万
句

連
歌
の
資
料
「
元
禄
十
五
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
」（
小
松
天
満

宮
蔵
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
一

　

菅
公
八
百
年
祭
の
お
り
に
、
加
賀
藩
前
田
家
は
北
野
天
満
宮
に
万
句
連
歌
を
奉
納

し
た
。
全
巻
が
現
存
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
松
天
満
宮
に
所
蔵
さ

れ
る
「
元
禄
十
五
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
」
は
、
そ
の
万
句
の
三

つ
物
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
二
巻
分
の
三
つ
物
が
欠
け
る

が
、
ほ
ぼ
全
体
を
概
観
で
き
、
ど
の
よ
う
な
連
衆
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

昭
和
以
降
、
菅
公
八
百
年
祭
の
お
り
に
加
賀
藩
が
か
か
わ
っ
た
万
句
連
歌
に
つ
い

て
の
資
料
を
、
最
初
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
侯
爵
前
田
家
編
輯
部
著
『
加
賀
藩
史
料
』

（
一
九
三
二
年
）
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
元
禄
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
の
条
に
以
下

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

十
二
月
廿
五
日
。
前
田
知
頼
に
明
春
北
野
天
満
宮
八
百
年
祭
の
代
拝
を
命
じ
又

万
句
の
連
歌
を
興
行
す
。

　
　
〔
政
隣
記
〕

　
　

�

十
二
月
廿
五
日
、
来
年
二
月
天
神
宮
八
百
年
御
忌
に
付
、
於
洛
陽
北
野
神
事
修

行
。
依
之
前
田
万
之
助
知
頼
御
代
参
被
仰
渡
、
名
改
修
理
、
且
一
万
灯
可
被
上

由
被
仰
出
。
将
又
北
野
万
句
会
始
、
俗
号
加
賀
万
句
。
巻
頭

加
賀
藩
前
田
家
「
菅
公
八
百
年
忌
奉
納
連
歌
」
に
つ
い
て

綿
　
拔
　
豊
　
昭

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

加
賀
藩
前
田
家
・
北
野
天
満
宮
・
小
松
天
満
宮
・
能
順
・
奉
納
連
歌
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梅
が
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭　
　
　
　

御
願
主

　
　
　
　

仰
ぎ
て
も
猶
瑞
籬
の
春　
　
　
　
　
　
　

能
順

　
　
　

空
高
き
月
は
霞
に
顕
は
れ
て　
　
　

風
早
中
納
言

　
　
　
　

鐘
の
声
す
る
峯
静
な
り　
　
　
　

西
洞
院
宰
相

　
　
　

舟
と
め
し
江
の
浪
し
ら
む
曙
に　
　
　

風
早
中
将

　
　
　
　

塩
干
塩
満
折
は
し
る
し
も　
　
　
　
　
　

能
東

　
　
　

誘
は
れ
て
風
の
上
に
鳴
鵆　
　
　
　
　
　
　

常
久

　
　
　
　

夕
景
寒
み
霜
や
置
ら
ん　
　
　
　
　
　
　

能
斗

　

そ
の
後
、
お
そ
ら
く
『
加
賀
藩
史
料
』
に
拠
っ
て
、
大
河
寥
々
は
『
加
能
俳
諧
史
』

（
昭
和
十
三
年
、
金
沢
文
化
協
会
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
（
一
三
八
頁
）。

　
　

�　

十
二
月
廿
五
日
前
田
知
頼
に
明
春
北
野
天
満
天
神
八
百
年
祭
の
代
拝
を
命
じ

又
万
句
の
連
歌
を
興
行
し
た
。
政
隣
記
に
「
北
野
万
句
会
始
俗
号
加
賀
万
句
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
頭

　
　
　
　
　
　
　

梅
か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭　
　
　
　

御
願
主

　
　
　

�　

能
順
、
風
早
中
納
言
、
西
洞
院
宰
相
、
風
早
中
将
、
能
東
、
常
久
、
能
斗

但
し
聯
玉
集
に
「
聖
廟
八
百
年
御
忌
ニ
従
綱
紀
公
御
手
向
の
万
句
巻
頭
御
作

代
此
神
の
守
手
向
や
梅
の
は
な　

同
し
時
加
州
よ
り
手
向
の
□
句
第
一　

梅

か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭
」

大
河
寥
々
が
「
但
し
」
と
し
た
の
は
、『
加
賀
藩
史
料
』
が
「
北
野
万
句
会
始
、
俗

号
加
賀
万
句
」
の
「
巻
頭
」
を
「
梅
か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭
」
と
す
る
が
、
そ

れ
と
脇
句
を
詠
じ
た
能
順
の
句
集
『
聯
玉
集
』
の
記
述
と
が
あ
わ
な
い
こ
と
に
疑
問

を
持
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
連
歌
大
観　

第
三
巻
』（
二
〇
一
七
年
、
古
典
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
の
翻
刻
に
従
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
『
聯
玉
集
』
の
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
続

く
一
句
を
以
下
に
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　

聖
廟
八
百
年
御
忌
に
従
綱
紀
公
御
手
向
の
万
句
巻
頭
御
作
代

　
　
　
　五
〇
此
神
の
守
手
向
や
梅
の
は
な

　
　
　
　
　
　

同
し
時
加
州
よ
り
手
向
の
巻
句
第
一
に　

　
　
　
　五
一
梅
か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭

　
　
　
　
　
　

同
し
時
一
日
千
句
第
一

　
　
　
　五
二
梅
か
香
や
あ
ふ
け
は
天
津
春
の
風

右
の
記
述
か
ら
考
え
る
に
、
五
〇
の
句
が
万
句
連
歌
巻
頭
の
発
句
、
五
一
の
句
は
代

拝
を
命
じ
た
前
田
知
頼
に
手
向
け
と
し
て
わ
た
さ
れ
た
句
で
、
知
頼
は
、
京
都
で
、

お
そ
ら
く
能
順
の
手
配
の
も
と
、
公
家
ら
と
そ
れ
を
発
句
と
す
る
百
韻
を
興
行
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
巡
に
知
頼
の
名
が
な
い
の
は
、
綱
紀
の
「
代
拝
」
で
あ

る
か
ら
か
。

　

ま
た
五
二
の
句
の
前
書
き
「
同
し
時
」
は
、
句
意
か
ら
し
て
「
聖
廟
八
百
年
御
忌
」

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
注
目
さ
れ
る
の
が
北
野
天
満
宮

に
所
蔵
さ
れ
る「
八
百
年
忌
奉
納
連
歌
」で
あ
る
。
原
本
未
調
査
で
あ
る
が
、前
掲『
加

賀
前
田
家
と
北
野
天
満
宮
』
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
（
一
一
五
頁
）、
解
説
に

　
　

�　

天
神
八
〇
〇
年
御
忌
の
前
年
に
あ
た
る
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
一
月

二
十
三
日
に
天
神
に
奉
納
さ
れ
た
万
句
で
あ
る
。
宮
仕
仲
間
に
よ
っ
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
、「
賦
何
木
連
歌
」
巻
末
に
「
行
年
七
十
五
書
之
／
預　

能
順
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
懐
紙
が
能
順
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
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と
あ
る
（
二
〇
一
頁
）。
掲
載
写
真
に
よ
れ
ば

　
　

元
禄
十
四
年
十
一
月
廿
三
日

　
　
　
　

万
句
之
内

　
　

賦
何
木
連
歌

　
　
　

明
ほ
の
は
月
と
／
花
と
の
さ
か
り
か
な　

橋
能
順

　
　
　
　
　
（
後
略
）

と
あ
り
、
句
上
げ
は
な
い
。
奉
納
連
歌
の
た
め
、
一
巡
の
後
は
名
が
記
さ
れ
な
い

「
一
二
三
付
」
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
野
天
満
宮
の
宮
仕
に
よ
っ
て
、
一
日

千
句
連
歌
が
十
回
興
行
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
回
が
、
先
の
五
二
の
句
を
発
句
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
能
順
は
、
加
賀
藩
前
田
家
奉
納
の
万

句
と
宮
仕
仲
間
奉
納
の
万
句
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
小
松
天
満
宮
に
も
千
句
が
奉
納
さ
れ
た
。「
元
禄
十
五
年
北
野

天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
」
の
巻
末
に
巻
一
か
ら
第
十
ま
で
の
発
句
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
二

　
「
元
禄
十
五
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
」
は
、料
紙
は
楮
紙
、横
本
、

仮
綴
じ
、
仮
表
紙
で
あ
る
。
表
紙
に
墨
で
打
ち
付
け
書
き
で

　
　

元
禄
十
五
年
北
野

　
　

天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向

　
　

万
句
［　

］
第
三
迄
并
ニ

　
　

小
松
御
宮
江
御
寄
進
之

　
　

千
句
発
句
共

と
あ
る
。
一
丁
目
か
ら
先
述
の
ご
と
く
三
つ
物
が
記
さ
れ
て
お
り
、
朱
で
通
し
番
号

が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
朱
は
の
ち
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も

番
号
が
間
違
っ
て
い
る
（
今
回
、
朱
の
通
し
番
号
は
翻
刻
せ
ず
、
便
宜
上
、
洋
数
字

で
通
し
番
号
を
付
し
た
）。

　
「
元
禄
十
五
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
」
に
は
九
八
巻
の
三
つ
物

が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
別
な
奉
納
連
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
百
韻
九
八
巻
分
し

か
興
行
さ
れ
な
か
っ
た
連
歌
を
「
万
句
」
と
称
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
二
巻
分
が

書
き
漏
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
万
句
の
発
句
は
四
季
題
で
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
季
題
に
注
目
し
て
全
体
を
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

春　

１
か
ら
30
ま
で

　
　

夏　

31
か
ら
49
ま
で

　
　

秋　

50
か
ら
78
ま
で

　
　

冬　

79
か
ら
98
ま
で

　

こ
う
し
た
奉
納
連
歌
で
は
、
春
と
秋
が
、
そ
し
て
夏
と
冬
が
同
数
に
な
る
の
が
原

則
で
あ
る
の
で
、
右
の
よ
う
に
春
が
三
十
巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
春
と
秋
が

三
十
巻
、
夏
と
冬
が
二
十
巻
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば

夏
と
秋
で
一
巻
ず
つ
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
「
御
願
主
」（
前
田
綱
紀
）
が
、
春
の
最
初
の
第
一
千
句
、
夏
の
最
初
の
第

三
十
一
千
句
の
発
句
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
50
番
目
の
発
句
は
秋
の
最
初
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
冬
は
98
番
目
の
発
句
を
詠
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
最
後
を
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し
め
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お「
御
願
主
」の
発
句
の
脇
句
は
能
順
が
つ
と
め
て
お
り
、

こ
れ
は
「
御
願
主
」
の
発
句
が
能
順
の
代
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
　
　
三

　

加
賀
藩
前
田
家
が
北
野
天
満
宮
に
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
八
五
〇
年
御
忌
の
お

り
の
万
句
の
第
一
か
ら
十
一
巻
分
の
発
句
を
書
き
留
め
た
文
書
が
小
松
天
満
宮
に
所

蔵
さ
れ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
法
眼
順
承
写

　
　

御
当
官

　
　
　

八
百
五
拾
歳

　
　
　
　
　
　

御
作
代

　
　

万
句
春
部　

第
一

　
　
　

松
梅

　
　

松
梅
や
神
の
か
さ
し
の
世
々
の
風

　
　
　

第
二　

前
田
土
佐
守
殿

　
　

野
を
広
み
行
袖
分
る
若
菜
哉

　
　
　

第
三　

前
田
対
馬
守
殿

　
　

朝
附
日
唯
う
く
ひ
す
の
野
山
哉

　
　
　

第
四　

奥
村
丹
後
守
殿

　
　

春
雨
の
色
は
隠
れ
ぬ
霞
か
な

　
　
　

第
五　

本
多
安
房
守
殿

　
　

春
の
日
の
河
音
残
す
氷
か
な

　
　
　

第
六　

村
井
主
膳
殿

　
　

囀
る
や
八
百
五
十
年
の
鳥
の
声

　
　
　

第
七　

長
九
郎
左
衛
門
殿

　
　

う
す
色
や
又
初
雪
の
春
の
山

　
　
　

第
八　

横
山
求
馬
殿

　
　

下
萌
や
こ
ゝ
ろ
を
野
へ
の
若
緑

　
　
　

第
九　

奥
村
左
京
殿

　
　

月
出
て
高
根
や
四
方
の
夕
霞

　
　
　

第
十　

大
音
喜
六
郎
殿

　
　

枝
毎
や
露
の
故
つ
く
玉
柳

　
　
　

二
之
巻

　
　
　

第
一　

前
田
大
炊
殿

　
　

庭
広
し
春
の
あ
つ
ま
る
花
盛

　
　
　
（
以
下
欠
）

　

八
百
年
御
忌
の
お
り
が
、
主
に
北
野
天
満
宮
関
係
者
と
京
在
住
者
に
よ
っ
て
発
句

が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
八
五
〇
年
御
忌
で
は
加
賀
藩
の
重
臣
た
ち
の
発
句

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
加
賀
藩
に
お
け
る
連
歌
の
位
置
づ
け
の
変
化
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

【
翻
刻
】

翻
刻
に
あ
た
り
、
原
則
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
旧
字
を
現
行
の
文
字
に
あ
ら
た
め
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る
な
ど
し
た
。
虫
損
な
ど
に
よ
り
難
読
の
箇
所
は
□
も
し
く
は
［　

］
で
示
し
た
。

1
梅

此
神
の
守
る
手
向
や
梅
の
花�

御
願
主

実
を
仰
く
春
の
言
の
葉�

預
法
橋　

能
順

天
地
の
色
あ
ら
玉
の
年
立
て�

松
梅
院　

禅
覚

2
霞

春
の
色
空
に
そ
ひ
行
霞
哉�

能
俔

朝
な
〳
〵
に
花
を
待
比�

常
久

引
う
へ
し
庭
の
山
吹
露
置
て�

能
什

3
鴬

う
く
ひ
す
の
音
に
曙
の
扉
哉�

能
観

梅
の
匂
ひ
に
霞
行
空�

能
養

風
渡
る
水
の
青
柳
末
懸
て�

常
能

4
子
日

高
き
松
例
に
引
る
子
日
哉�
乗
喜

山
を
か
た
へ
に
春
〆
る
庭�

能
山

我
宿
と
鴬
の
音
や
帰
る
覧�

能
作

5
若
菜

摘
ま
ゝ
に
心
も
う
つ
る
若
な
哉�

常
円

末
野
の
春
の
気
色
立
色�

能
恵

白
露
の
日
も
夕
霞
雨
見
え
て�

能
通

6
残
雪

残
り
来
て
雪
の
深
む
る
木
陰
哉�

能
養

う
め
の
匂
ひ
を
ふ
る
ゝ
山
道�

能
二

谷
風
の
音
は
霞
に
う
つ
も
れ
て�

能
恵

7
柳

行
か
へ
り
風
の
別
れ
ぬ
柳
哉�

能
泉

燕
乱
る
ゝ
水
の
方
〳
〵�

随
忍

朝
霞
山
も
と
め
く
る
江
に
晴
て�

能
盛

8
帰
雁

春
に
雁
さ
そ
人
や
り
の
道
の
空�

竹
森
検
校　

任
一

お
ほ
ろ
月
夜
の
晨
明
の
比�

能
二

う
め
か
ゝ
を
枕
に
袖
に
か
た
し
き
て�

能
玉

9
雉
子

草
の
色
や
雉
子
の
妻
の
新
枕�

能
知

か
す
め
る
名
残
を
し
む
朝
露�

能
吟

山
の
端
に
春
野
の
月
の
末
見
え
て�

能
正

10
蝶

羽
を
か
ろ
み
空
に
も
ね
な
ん
こ
蝶
哉�

能
東

霞
行
野
に
吹
風
も
な
し�

能
也

春
の
日
の
入
相
の
鐘
や
山
な
ら
ん�

能
通

11
待
花

花
を
待
年
〳
〵
長
き
行
ゑ
哉�

御
願
主
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を
な
し
根
さ
し
の
春
の
松
か
枝�

能
順

岩
た
ゝ
む
春
の
池
水
寛
ひ
か
に�

常
久

12
初
花

待
得
け
り
さ
れ
は
そ
今
朝
の
花
曇�

友
也

名
残
閑
け
き
春
雨
の
空�

能
什

月
白
き
霞
の
う
ち
に
雁
鳴
て�

常
久

13
山
花

入
そ
め
て
果
な
き
花
の
山
路
哉�

能
也

く
れ
な
い
枕
か
ら
む
夏
草�

随
林

妻
乞
る
床
に
雉
子
の
声
立
て�

能
貨

14
小
辺
花

影
し
つ
く
水
も
か
う
は
し
花
の
色�

常
久

岩
ほ
に
霞
む
月
の
白
玉�

随
忍

む
ら
消
に
山
路
の
雪
の
下
た
り
て�

能
恵

15
朝
花

夜
の
雨
花
に
成
に
け
り
朝
霞�
能
盛

垣
ね
の
露
に
ぬ
る
ゝ
鴬�
能
範

ぬ
る
蝶
の
羽
に
た
に
風
の
見
え
や
ら
て�

随
忍

16
夕
花

か
せ
露
に
花
の
色
添
夕
哉�

能
什

小
雨
の
名
残
薫
る
藤
か
枝�

能
貨

軒
端
よ
り
霞
に
月
の
仄
め
き
て�

随
林

17
夜
花

暗
き
夜
の
光
は
花
の
匂
ひ
哉�

随
忍

春
の
有
明
待
む
か
ふ
空�

常
祝

浦
浪
に
旅
ね
の
雁
や
帰
る
ら
ん�

能
林

18
散
花

一
木
つ
ゝ
ち
ら
は
散
な
ん
春
の
花�

能
通

入
行
ま
ゝ
に
す
ゑ
霞
む
山�

能
玉

雁
帰
る
浪
の
浜
川
塩
満
て�

随
林

19
残
花

花
は
今
鳥
の
音
深
き
山
路
哉�

能
佐

峯
の
霞
も
残
る
日
の
影�

能
利

春
の
雪
唯
一
村
の
色
見
え
て�

能
養

20
桜

桜
花
み
つ
と
思
ひ
し
春
も
な
し�

恵
乗
坊　

快
全

霞
る
鐘
に
か
へ
る
山
路�

能
順

雉
子
鳴
野
は
朝
ま
た
き
立
出
て�

常
久

21
苗
代

苗
代
に
重
な
る
水
の
緑
か
な�

御
願
主

雨
は
柳
か
う
へ
の
白
露�

能
順

燕
と
ふ
羽
風
も
や
霞
む
ら
ん�

能
作

22
遊
糸

い
と
ゆ
ふ
は
霞
の
網
の
乱
れ
哉�

常
省
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雲
の
白
浪
わ
た
る
春
風�

能
範

長
閑
な
る
沖
の
明
仄
月
見
え
て�

能
也

23
雲
雀

空
高
し
声
や
つ
く
り
て
夕
雲
雀�

能
育

裾
野
の
霞
嶺
の
白
雲�

　

能
也

花
に
ゆ
く
心
は
道
に
先
立
て�

能
吟

24
春
月

明
行
か
雲
ゐ
に
霞
む
夜
は
の
月�

京　

七
里
彦
左
衛
門　

権
美

む
め
の
匂
ひ
に
な
れ
し
手
枕�

能
二

旅
こ
ろ
も
う
ら
若
草
に
片
鋪
て�

能
松

25
春
雨

春
の
雨
に
い
と
ゝ
ひ
さ
し
き
夕
か
な�

能
慶

花
の
光
も
そ
は
る
白
露�

常
円

う
す
霞
た
な
引
な
か
ら
月
見
え
て�

能
知

26
藤

半
天
に
根
や
と
ゝ
め
け
ん
藤
葛�
能
満

雨
し
降
つ
ゝ
霞
む
黄
昏�

能
業

春
風
や
外
山
の
雲
に
帰
る
覧�

随
信

27
山
吹

匂
へ
袖
う
ら
山
吹
の
花
の
露�

常
宝

胡
蝶
の
行
ゑ
さ
そ
は
る
ゝ
道�

瑞
順

霞
吹
野
へ
の
春
風
末
見
え
て�

能
二

28
若
草

水
煙
り
草
は
萌
る
や
野
沢
哉�

樋
口
永
甫　

正
道

朝
の
日
影
霞
み
来
る
空�

能
源

山
懸
る
庭
の
う
く
ひ
す
鳴
初
て�

能
佐

29
桃

杯
に
酌
る
や
桃
の
花
の
色�

能
探

あ
か
て
あ
そ
へ
る
園
の
春
風�

瑞
順

う
く
ひ
す
も
話
ら
ひ
人
に
猶
馴
て�

常
祝

30
暮
春

こ
ゝ
ろ
な
き
身
に
も
名
残
や
春
の
暮�

京　

三
宅
氏　

政
治

さ
く
ら
か
本
に
行
と
ま
る
道�

能
佐

蕨
折
つ
め
る
菫
を
袖
に
し
て�

常
円

31
更
衣

夏
衣
春
の
心
や
下
重
ね�

御
願
主

は
な
は
若
葉
の
山
の
白
雲�

能
順

杜
鵑
月
の
明
仄
色
見
え
て�

瑞
忍

32
新
樹

深
山
木
に
花
も
な
り
行
若
は
哉�

能
山

ほ
と
ゝ
き
す
待
此
頃
の
空�

松
梅
様
内
右
□　

猶
章

い
つ
か
み
ん
雨
の
さ
月
の
影
な
ら
ん�

能
洞

33
杜
若

紫
や
ね
か
よ
ふ
水
の
か
き
つ
は
た�

能
隆



8

枝
も
茂
れ
る
池
の
藤
波�

能
知

岩
高
き
瀧
の
白
糸
乱
れ
来
て�

常
能

34
牡
丹

香
は
残
れ
よ
し
や
花
社
廿
日
草�

能
泰

露
に
な
れ
来
し
夏
の
有
明�

能
声

待
空
も
良
秋
風
の
気
色
に
て�

能
什

35
待
郭
公

待
ほ
と
は
い
か
に
遠
山
ほ
と
ゝ
き
す�

妙
寿
院　

梅
禅

行
ゑ
詠
る
夏
の
晨
明�

能
佐

木
毎
花
若
葉
の
色
に
う
つ
ろ
ひ
て�

能
貨

36
朝
反
魂

待
明
し
今
朝
や
一
声
子
規�

能
範

窓
橘
の
に
ほ
ふ
手
枕�

常
円

玉
簾
涼
し
き
風
に
月
出
て�

能
盛

37
夕
不
如
帰

時
鳥
雲
に
残
れ
る
夕
哉�
猶
章

峯
の
五
月
雨
晴
初
る
空�
能
作

み
と
り
そ
ふ
梢
つ
ゝ
き
に
風
過
て�

能
声

38
山
杜
宇

待
く
ら
す
山
路
よ
幾
重
ほ
と
ゝ
き
す�

能
玉

若
葉
か
う
へ
の
月
に
な
る
空�

能
什

桜
花
名
残
や
露
に
匂
ふ
覧�

能
貨

39
夜
鵑

深
き
夜
や
い
か
に
忍
音
時
鳥�

京　

大
森
氏　

好
治

晨
明
に
な
る
夏
山
の
月�

常
能

木
隠
に
と
も
し
の
影
や
残
る
ら
ん�

能
恵

40
菖
蒲

長
き
根
や
水
よ
り
軒
の
菖
蒲
草�

御
願
主

蛍
も
露
も
同
し
玉
た
れ�

能
順

月
は
猶
ま
た
る
ゝ
宵
の
雨
見
え
て�

能
観

41
若
竹

吹
風
も
和
ら
く
竹
の
若
葉
哉�

瑞
順

朝
置
窓
の
露
の
涼
し
さ�

瑞
種

晴
初
る
雨
夜
の
蛍
影
濡
て�

能
二

42
五
月
雨

五
月
雨
は
水
上
し
り
ぬ
早
瀬
哉�

随
柳

柳
杳
か
に
茂
る
川
つ
ら�

随
忍

山
本
の
道
は
田
中
の
末
か
け
て�

随
林

43
橘

袖
ふ
れ
は
名
に
橘
の
匂
ひ
哉�

教
俊

山
ほ
と
ゝ
き
す
忍
ひ
音
の
暮�

能
貨

立
迷
ふ
雲
ゐ
に
月
や
舎
る
覧�

常
円

44
常
夏

な
て
し
こ
に
浅
茅
色
付
河
辺
哉�

常
覚
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涼
し
き
頃
の
白
露
の
道�

能
喜

更
る
夜
の
月
よ
り
秋
や
通
ふ
覧�

常
円

45
水
鶏

木
隠
れ
て
秋
夜
深
き
水
鶏
哉�

随
秀

谷
に
音
す
る
夏
の
山
水�

能
程

五
月
雨
は
余
波
も
峯
の
雲
凝
て�

猶
章

46
夕
立

夕
立
や
山
松
の
露
垣
ね
水�

常
松

風
は
茂
り
に
わ
た
る
葛
の
は�

瑞
哲

初
秋
の
ま
た
仄
な
る
虫
鳴
て�

常
能

47
納
涼

夕
涼
み
色
社
見
え
ね
松
の
声�

能
貞

漸
は
た
秋
を
催
せ
る
山�

能
探

稲
妻
の
遠
の
白
雲
仄
め
き
て�

能
二

48
御
秡

と
ゝ
ま
る
や
夏
の
形
代
早
せ
川�
能
梅

く
り
し
井
関
の
浪
の
涼
し
さ�

瑞
順

む
ら
柳
散
あ
へ
ぬ
風
に
月
見
え
て�

能
貨

49
夏
月

涼
し
さ
や
み
れ
は
そ
明
る
夏
の
月�

大
坂　

小
西
彦
左
衛
門　

俊
永

し
け
り
風
吹
窓
の
村
竹�

能
利

白
露
の
外
面
の
早
苗
遙
に
て�

能
恵

50
立
秋

は
つ
秋
は
心
の
空
の
夕
か
な�

御
願
主

吹
や
す
ゝ
し
き
荻
の
上
風�

能
順

転
寝
の
枕
驚
く
月
出
て�

常
円

51
生

む
し
の
音
に
乱
る
ゝ
野
へ
の
千
草
哉�

能
吟

光
そ
ひ
行
月
の
白
露�

能
二

秋
風
は
小
夜
の
時
雨
の
空
晴
て�

能
恵

52
一
葉

は
し
た
な
し
一
葉
に
四
方
の
秋
の
風�

能
源

垣
ね
に
む
す
ふ
け
さ
の
白
露�

能
梅

有
明
の
月
の
朝
霧
立
初
て�

能
吟

53
露

野
へ
の
露
は
色
〳
〵
玉
の
光
哉�

京　

三
宅
太
郎
左
衛
門　

政
俊

く
る
ゝ
空
よ
り
月
に
な
る
影�

能
盛

峯
越
る
袖
の
秋
風
吹
初
て�

能
恵

54
霧

山
毎
に
入
ぬ
る
磯
や
霧
の
海�

能
辰

朝
け
鎮
ま
る
秋
の
松
風�

能
利

散
し
け
る
木
葉
の
色
に
月
す
み
て�

能
暦

55
萩

風
露
の
い
ろ
〳
〵
に
な
る
小
萩
哉�

常
世
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か
き
ね
の
月
の
更
て
行
影�

能
暦

山
水
の
夜
寒
の
流
音
立
て�

能
声

56
薄

白
露
の
色
を
ま
す
ほ
の
薄
哉�

京　

三
宅
庄
兵
衛　

重
直

萩
の
初
花
咲
出
る
頃�

能
松

夕
月
夜
い
つ
有
明
の
影
な
ら
む�

随
忍

57
蜩

ひ
く
ら
し
に
照
日
涼
し
き
木
陰
哉�

常
裕

山
路
の
空
の
秋
の
初
風�

能
喜

旅
こ
ろ
も
朝
気
の
露
に
起
出
て�

能
覚

58
朝
顔

蕣
の
花
の
し
つ
ら
ふ
籬
哉�

随
供

影
い
さ
よ
へ
る
月
の
朝
霧�

随
柳

水
遠
き
野
沢
の
鴫
の
羽
音
し
て�

能
山

59
三
か
月

三
か
月
は
千
々
の
夜
籠
光
哉�
御
願
主

通
ふ
木
間
の
秋
風
の
空�
能
順

白
露
の
門
田
の
稲
は
色
め
き
て�

能
作

60
待
月

待
月
の
か
せ
の
色
め
く
雲
間
か
な�

能
林

す
ゝ
し
く
な
れ
る
い
な
妻
の
影�

能
辰

木
隠
の
秋
の
山
水
声
添
て�

能
玉

61
朝
月

雲
風
に
光
や
残
る
今
朝
の
月�

能
貨

梢
の
秋
の
落
葉
せ
し
山�

随
恵

岩
か
ね
の
白
露
ま
し
り
霜
降
て�

常
能

62
夕
月

夕
風
を
木
間
の
月
の
光
か
な�

玉
松
院　

瑞
禅

江
の
水
澄
る
秋
の
山
本�

常
能

空
高
き
白
雲
寒
み
雁
鳴
て�

能
源

63
山
月

行
月
の
心
に
か
ゝ
る
端
山
か
な�

能
暦

む
ら
雲
う
か
ふ
秋
か
せ
の
空�

能
源

紅
葉
ゝ
に
梢
の
時
雨
跡
見
え
て�

能
吟

64
水
辺
月

月
や
と
り
水
草
清
き
流
哉�

随
松

深
山
の
秋
の
松
か
せ
の
声�

能
範

時
雨
降
嶺
の
夕
霧
立
籠
て�

能
俔

65
野
月

野
は
露
の
数
有
月
の
光
か
な�

清
松
院　

禅
哲

山
の
や
と
り
の
草
の
村
〳
〵�

友
世

梢
よ
り
松
の
秋
か
せ
く
れ
初
て�

瑞
禅

66
梢
月

月
出
て
秋
の
色
添
梢
か
な�

能
恵
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嵐
に
し
つ
む
嶺
の
夕
霧�

能
探

水
寒
き
入
江
の
末
の
雁
鳴
て�

能
什

67
雨
後
月

雨
雲
の
月
は
片
よ
る
光
か
な�

常
能

初
雁
か
ね
の
秋
風
の
空�

能
恵

夕
く
れ
の
門
田
の
稲
葉
色
付
て�

能
喜

68
晨
明

在
明
に
治
ま
る
秋
の
光
哉�

常
能

菊
の
匂
ひ
に
む
す
ふ
白
露�

随
林

松
風
の
薄
霧
寒
く
棚
引
て�

瑞
探

69
雁

初
雁
の
心
高
し
や
雲
の
う
へ�

能
順

澄
行
月
の
秋
風
の
頃�

常
円

落
葉
［
虫
損
］
森
の
白
露
さ
夜
更
て�

能
作

70
鹿

明
る
夜
の
鹿
の
声
す
る
野
風
哉�
能
利

い
さ
よ
ふ
月
も
花
の
萩
原�

常
久

方
よ
れ
る
霧
の
下
露
み
え
行
て�

能
観

71
稲
葉

八
束
穂
に
君
か
代
を
知
稲
葉
哉�

越
中
魚
津　

細
井
氏　

昨
夢

松
に
治
る
里
の
秋
風�

能
養

有
明
の
光
は
峯
の
雲
引
て�

常
円

72
鴫

空
に
水
う
つ
ら
ふ
鴫
の
羽
音
哉�

能
春

刈
田
の
月
の
暁
の
か
け�

能
梅

秋
か
せ
の
さ
や
く
竹
の
は
霜
降
て�

能
利

73
𢭏
衣

𢭏
そ
め
し
露
は
霜
夜
の
砧
哉�

能
洞

雁
か
ね
寒
き
有
明
の
空�

随
忍

木
葉
散
嶺
の
秋
風
吹
立
て�

常
能

74
鶉

う
つ
ら
な
き
白
露
寒
き
夕
哉�

能
徳

薄
打
ち
る
野
へ
の
山
風�

能
俔

月
落
る
入
江
の
秋
の
水
澄
て�

能
林

75
菊

松
風
に
し
た
し
き
菊
の
薫
り
哉�

永
甫

籬
の
秋
の
霜
ふ
れ
る
頃�

能
山

有
明
の
月
幽
な
る
む
し
鳴
て�

能
泉

76
紅
葉

山
姫
の
お
も
ふ
一
木
か
初
紅
葉�

京　

喜
多
藤
右
衛
門　

宣
賢

時
雨
晴
た
る
今
朝
の
朝
露�

新
章

空
遠
き
月
の
薄
霧
棚
引
て�

有
共

77
鵙

鵙
鳴
て
色
濃
櫨
の
立
枝
哉�

能
喜
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裾
野
の
山
の
薄
霧
の
月�

常
祐

秋
風
の
一
む
ら
時
雨
跡
見
え
て�

随
源

78
暮
秋

行
秋
の
猶
休
ら
へ
る
夕
か
な�

京　

村
上
氏　

閑
長

尾
花
か
う
へ
の
寒
き
白
露�

瑞
源

野
分
立
籬
の
月
の
仄
め
き
て�

能
二

79
時
雨

冬
来
ぬ
と
い
ふ
斗
な
る
時
雨
哉�

禅
覚

む
ら
雲
寒
く
嵐
吹
（
脱
字
あ
る
か
）�

快
全

月
残
る
端
山
の
秋
沙
誘
は
れ
て�

能
順

80
霜

朝
風
の
行
跡
白
し
野
へ
の
露�

能
喜

薄
む
ら
〳
〵
枯
渡
る
陰�

能
俔

落
残
る
刈
田
の
水
の
月
澄
て�

能
梅

81
枯
野

名
残
な
き
草
に
も
枯
ぬ
野
風
哉�
能
洞

小
松
か
う
へ
の
霜
に
成
頃�
能
周

山
里
の
道
の
岩
橋
奥
見
え
て�

随
柳

82
落
葉

更
る
夜
の
音
重
れ
る
落
は
哉�

能
顕

嶺
の
嵐
の
寒
き
山
里�

能
林

朝
ほ
ら
け
月
の
光
に
雪
晴
て�

常
喜

83
網
代

波
風
の
床
に
う
き
ね
の
網
代
哉�

瑞
俊

霜
を
払
ふ
か
千
鳥
な
く
声�

常
恵

村
〳
〵
に
川
原
の
浅
茅
枯
立
て�

能
業

84
凩

木
か
ら
し
や
色
か
は
り
行
峯
の
松�

能
音

朝
の
月
の
影
寒
き
空�

能
慶

水
氷
る
入
江
を
遠
み
雁
鳴
て�

能
春

85
水
鳥

川
淀
に
そ
ふ
る
水
鳥
の
青
羽
哉�

随
源

か
た
へ
氷
れ
る
岩
の
白
浪�

随
柳

松
寒
き
嵐
の
木
陰
暮
初
て�

常
久

86
霙

道
芝
に
氷
る
水
□
く
霙
哉�

能
門

枯
て
夕
日
に
薄
立
か
け�

能
周

人
見
え
ぬ
山
田
の
嵐
音
さ
え
て�

能
喜

87
丸
雪

笹
の
葉
の
太
山
に
ふ
れ
る
霰
哉�

随
円

夕
日
に
寒
き
松
風
の
音�

能
業

鴉
な
く
水
の
し
ら
雲
末
晴
て�

常
程

88
千
鳥

浜
ち
と
り
跡
や
乱
る
ゝ
藻
塩
草�

乗
敬
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明
離
れ
た
る
霜
の
真
砂
地�

能
利

山
風
月
吹
を
く
る
跡
見
え
て�

能
範

89
神
楽

神
か
く
ら
仰
け
明
ゆ
く
天
津
空�

能
東

霜
も
さ
や
け
き
竹
の
葉
の
月�

能
也

水
白
く
荒
田
や
汀
氷
る
覧�

能
養

90
埋
火

う
つ
み
火
に
い
と
ま
寒
け
き
朝
戸
哉�

常
久

聞
し
嵐
の
雪
白
き
庭�

能
範

冬
の
日
を
時
雨
木
葉
に
過
し
来
て�

能
盛

91
寒
梅

霜
置
て
か
た
へ
梅
咲
冬
野
哉�

常
祝

竹
の
葉
寒
く
月
残
る
里�

常
能

秋
更
る
荒
田
の
水
の
音
澄
て�

随
忍

92
寒
月

月
高
く
梢
に
さ
ゆ
る
嵐
哉�

京　

柳
川
氏　

了
長

鴛
の
な
く
ね
も
氷
る
山
水�

能
佐

雲
深
き
谷
の
下
道
末
暮
て�

梅
禅

93
氷

早
き
瀬
も
風
の
し
か
ら
む
氷
哉�

能
業

夜
深
き
千
鳥
鳴
渡
る
声�

能
声

霜
ふ
れ
る
茅
は
ら
か
う
へ
の
月
寒
て�

能
玉

94
待
雪

落
葉
し
て
待
る
ゝ
雪
の
梢
哉�

日
蓮
宗
出
家　

日
祥

し
く
れ
の
ゝ
ち
の
嵐
吹
山�

能
育

有
明
の
月
澄
渡
り
雁
鳴
て�

能
什

95
初
雪

け
さ
雪
に
開
き
初
た
る
朝
戸
哉�

随
珍

時
雨
〳
〵
し
庭
の
松
か
せ�

随
忍

音
寒
き
夜
の
落
は
に
目
も
あ
は
て�

能
佐

96
野
雪

う
す
雪
の
裾
野
や
行
手
嶺
颪�

京　

石
河
正
見　

有
吉

松
は
ら
寒
き
明
ほ
の
ゝ
空�

能
佐

波
白
き
浦
の
漁
火
幽
に
て�

能
利

97
山
雪

今
詠
め
継
や
春
秋
雪
の
山�

能
順

松
み
と
り
な
る
木
〳
〵
の
冬
枯�

能
盛

行
雲
や
朝
の
嵐
残
る
ら
む�

能
声

98
松
雪

い
や
高
く
仰
く
や
幾
世
雪
の
松�

御
願
主

春
風
ち
か
く
梅
匂
ふ
里�

能
順

う
つ
み
火
の
残
る
夜
床
に
月
見
え
て�

能
東

元
録
十
五
年
八
百
年
御
忌
従
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御
上
御
手
向
之
千
句
発
句

　

梅　
　

第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
作
代

仰
せ
世
に
う
め
か
ゝ
深
き
神
慮

　

子
日　

第
二

引
袖
も
ひ
か
れ
ん
松
の
千
と
せ
哉　
　

尚
蓮

　

苗
代　

第
三

苗
代
に
栄
へ
見
え
け
り
民
の
門　
　
　

政
敏

　

柳　
　

第
四

吹
風
も
豊
に
な
ひ
く
柳
哉　
　
　
　
　

直
堅

　

若
草　

第
五

若
草
に
契
も
深
し
野
へ
の
露　
　
　
　

英
盛

　

山
吹　

第
六

山
吹
の
水
を
色
と
る
岸
根
哉　
　
　
　

孝
行

　

藤　
　

第
七

た
く
ひ
又
あ
ら
し
に
か
ゝ
る
松
の
藤　

悳
輝

　

菫　
　

第
八

行
袖
や
と
む
る
春
野
の
つ
ほ
菫　
　
　

親
長

　

桃　
　

第
九

み
る
め
に
も
ゑ
め
る
色
有
桃
花　
　
　

有
輝

　

桜　
　

第
十

咲
つ
ゝ
く
陰
や
常
盤
の
家
桜　
　
　
　

政
長

　

追
加

一
木
よ
り
枝
さ
す
花
の
林
哉　
　
　
　

貞
親

〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

翻
刻
の
御
許
可
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
小
松
天
満
宮
北
畠
能
房
氏
に
、
末
尾
な
が
ら
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
は
科
研
費
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）
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